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1992年 7 月 13 目、梅雨の曇り空とうだるような 暑さの 中、 混代 ギリ シア

方 言学の第一人者ニ コラ オ ス ・ G.コンドソプロス博士 (N."，oλα0<; r.Kovτ0-

σ6智 ovλoc;)が広島を訪問された.博士は特に日本に関心を持っておられ、 14

年 前に も東京から大阪まで回られたことがあるが、 今 回 は東京、大阪で!日知

の方 q に再会された 後、京都、広島、福岡まで足をのばされた.

博士は特にクレー夕方言を専門にしておられ、 1969年に『クレー夕方言の

言語地理学的研究 J ( rλ曲σσ07ε017ρaφ LICa{ dt ερεVV>ICTε.c ε.cτηV Kρητ''''>IV 

"，.aλεzτOV) で博士号を受与された。 1956年から アテネ ・アカデミー現代ギ

リシア 語 歴 史辞書編纂センター( Klντpo :!:vντaEEωgτov 1σTOρι 厄0" Aε1;.κ0" 

τη宮 N正a雪 Eλλην''''"!I<; rλdσση<;， A応 ad7JJ1.{a A9ηvroIv) で辞書編纂に従事、 1989

年以降は同センターの編集長を務められ、 1991年 に 退 職された.言語地理学

に 関する膨大な論文の他に『ギリシア語におけるフ ランス語の影響 J (L'in-

fluence du frBncBis sur le grec.1978. Ath色nes)、 『現代ギリシア語の方

言と準方言 J ("，.aλEJr:TO. "，a. IlJ.r.iμaTaτηc N臼 cEλληV''''>Ic. 1981.A9"!Iva)、

rクレータ言語地図 J ( rλ曲σσ • "，oc 'Aτλacτηc KP>ITηc. 1988. IIavε宵 tστηー

μ • a応王宮 E厄 doσεt雪 Eρ>ITη雪}の三つの著書があり、現在前者の改訂第二販を準

備中とのことである.

今回は観光で来られたのだが、重量 q にとって、非常に貴重な機会なので、

特にお 闘 い して広島大学文学部言語学研究室で、現 代 ギ リ シ ア 語 方 言 に 関 す

る小さ なセ ミナーをして頂いた.研究室に属する 教 官 ・大 学 院 生 10名が参加

し、二時間半にわたって、現代ギリシア方言の概略、研究の現状を懇切に解

説してくださった.博士はとのセミナーのために、予めレジュメを送って下

さっ た が 、非常に分かりやす〈まとめておられるので、以下に和訳を掲載し

てお<0 

rギリシア語は歴 史 上 ギ リシアに属する地域の住民により、四千年以上に

わたって話されている.ごの言語の形態は紀元前 約 1700年に遡り得る、いわ
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ゆる線文字 A(*)のテキスト の 時 期 か ら 知 ら れ て い る. これに続〈、ギリシア

語による最初の文学テキストはホメロスの叙事詩、イリアスとオデユヴセイ

アで あ る。これらの叙事詩は雑多な要素を含む、部分的 に 人 工 的 な 言 語 で 書

かれている。

歴史時代のギリシア語史には次の現象が見られる。すなわち、諸方言への

分岐の時代とそれに続くコイネー・ギリシア語の形成期。か〈して、観察さ

れる の は、古代語方言グループ(ドーリス方言、アイオリス・アカイア方言、

イオニア・アッティ カ 方言)、ヘレニズム(もしくはアレクサンドリア}

コイネ 一 、現代ギリシア語諸方言への分岐、現代ギリシア語・コイネー(共

通現代ギリシ ア 語 )の 成立である.現代ギリシア 語方言の形成は 12世紀頃か

ら 始まったようである。

も う 一 つのギリシア語の特徴として、二重言語 使 用 (dtTλ曲σσta)が挙げら

れる 。すなわち、二つの 平行する言語、もし〈は文体一文人語と民衆語が共

存し ている ことである.この二重性はすでに古代 ( 古 典期 〉 に 存 在 し て い た

が、ヘレニズム時代に 強まり、中世(ピザンツ期)以降もとりわげ教会の伝

統を通じて存続し、今日まで純正語 (Ka9aρε 1Í ovσ a) と民衆語 (.~ημOTt 吋}とい

う 二タイプ、及び各 q の 支 持 者 聞 の 対 立 と い う 形で 残存している.

現代ギリシア語諸方言は発生的にも、発展的にも、地理的にも古代ギリシ

ア語諸方言の連続し たも の で は な い 。 た だ し 、 唯一の例外として、ツァコニ

ア方言が挙げられる。これ以外の全ての方言は、 ヘレ ニズム・コイネー(ア

レクサンダ一大王の 後継者の時期のギリシア全体の共 通話)が、様 q なギリ

シア 語地域において、適 時的発展により得るに至った形態に過ぎない。現代

ギリシア語方言の中 、 二 つ が 、 ル ネ サ ン ス 期 か ら 17世 紀までに書かれた文学

語の記 録 を 残している.すなわち、キプロス方言 と ク レー 夕 方 言 で あ る . キ

プ ロス方言は散文及び頭文作品、クレー夕方言は韻文の作品が残されている.

ドデカニサ諸島や、後には、エプタニサ諸島においても多〈の方言要素を含

んだ韻文作品が存する.

完 全な 意味での方言 (dtaλεκτot )ー す な わ ち 普通のギリシア人の聞き手に

は理解で きない 形 態は 、ツァコニア方言、ポンドス方言、カッパドキア方言、

南イタリ アの方言のただ四つである.このうち最 後 の 三 つ は 外 国 語 〈 ポ ン ド

ス、カッパドキア方言はトルコ語、南イタリア方言はイタリア語}の影響を

相当受げて変化するに至っている.他の全てのギリシア語の地域的諸タイプ

は、多かれ少なかれ相互に理解し合うことが出来、 普通のギリシア人が聞い

ても分かるような 準方言れれ4μaτα)である.クレー夕方言とキプロス方言と

は方言と準方言との 中 間 に位置する.従って、その方言の話者でなげれば、
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理解 す ることが幾分難しい.

現代ギリ シア語方言は、相互に、また共通現代ギ リ シ ア 語 ( ア テ ネ 市 で 共

通話と し て 話されているタイプ)に対して音観的 、 形 態的 、 統 語 的 、 語 実 的

な相違点を示すが、これまで、二種類の分類が提唱されている。一つは音韻

論上の等語線に基づ〈もの(G ・ハツイザキス (r.Xaτtlda"，η宮}による北方語

群と 南 方 語群の分類で、一般的に現代ギリシア方言 学 界で受げ入れられてい

る. )であり、もう一つは語雲上の現象に基づい たも の ( 筆 者 に よ っ て 提 唱

されたもので、疑問 詞に τi[ ti] を使用する語群と εTvτa[' inda] とを使用

する語群の分類)で ある . 他 に も 幾 つ か の 等 語 線が M ・トリアンダフィリデ

ィス (M.T削 αντa申uλλidη雪}によって提唱されている.い〈つかの準方言はか

なり 研 究 されている一方で、他のものは専門家によ る 調査が全〈なされてい

ない . ギ リシアの言語地図はいまだ存在しない.筆 者 はクレー夕方言地図を

発表し、目下、他の専門家と共にマケドニアの言 語地図 を準備中である.

現代ギリシア語方言と準方言は消失の一歩手前にある.多〈のものが消え

去り、 あ る いは今にも消えようとしている.他のものは都 市 の 共 通 話 の 彫 響

の 下で恐ろし〈変容している。数十年前に記録さ れ た材料に基づいてである

にせよ 、 これらの(準}方言研究の重要さは明らか で ある.それらは保守的

で古風な語震的、形態的要素を有するゆえに、現代ギリシア語の歴史を解明

するのに役立ち、他方 で、 そ の 音 績 上 の 革 新 現 象は、現代ギリシア語の発展

を明らかにすると共に、共通現代ギリシア語が、も し擬古体、すなわち純正

語 の影響を受付るこ とが な か っ た な ら ば 、 ど の 様な姿であったのかをある程

度示 して くれる. J 

以上の アウトラインに加えて、ご自身の研究から興味 深 い 数 々rの 事 例 を 示

して下さった.

例えば、博士御自身による上述の τf 方言群・ εTvτα 方 言 群 ( ま た は 大

陸 方言群・島頗方言 群) の 二 大 分 類 は 、 民 族 舞 踊、民族衣装といった文化的

遭 いにも対応している。例えば、 τr方 言 で は ク ラリネットと太鼓を使用し、

楽師 は ギプシ ー が 務め、絡になって踊るのに対し、 εTvτa方言では、弦楽器

(リラ λ6ρa )を用 い 、演奏するのも土地の人、輪舞もあるが、一対ーのベ

アーで揺 るタイプが主。 τr方言ではフスタネーラ φOVσTflν正λα 〈男性用の短

い スカート)、ツ 7 ルーヒア TσflPOVXIα(爪先に房 の つ いた靴)を身につげ

るのに対し、 ε Tvτa 方言ではヴラーカ βρ á~a ゆったりしたズボン)、ブー

ツを着用これらについてはItLaGr色cedu τi et 1a Gr色cedu εtvτfl. 

Glossologia 2-3，1983-84，pp.149-166.で論じられている。}

また、 『七面鳥』を示す語震についての観察も面白いものであった。元来
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北米 から伝わった外来の烏であるためにその名称も様 q であり、共通ギリシ

ア語 γdλλ0<; に 対 し 、各 地方で種々の形態が見られる. c'l1<IVO<;(<IVc'lI<Iν0<;)， 

ICoIJllo雪 (<Cuba)， IJ.It1iρ( <トルコ語 M1S1r=Egypt)な ど.いずれも、どの異国

からこ の 烏 が 伝 わったと信じられていたのかを示して い る 詳 細 は 、 "01

。νoμασfεqτOV 宵 Tηvov <tνd Iι>I oρνa雪>，κν raλλ0<;στOV ελληνIICO xC:;ρO. 

Aε主t/COYρaψI，cOV dελτ iov 17，pp.5-12.) 

聴講者側からは、古浦敏生氏(イタリア語)が、南イタリアのギリシア語

方言の起源に関して、また高永茂氏(日本語・社会言語学)が、方言と準方

言の 中間に分類されるクレ夕方言とキプロス方言 と の 問の 差 異 に つ い て 質 問

し、 博士はいずれの質問にも非常に詳しく(古浦氏に対 し て は 流 暢 な イ タ リ

ア語で〉回答され た.

セミ ナ ーの 後 では、ささやかな歓迎会を催したが、 A Rome i1 faut vivre 

co皿皿e a Ro皿eがモザトーの博士は、箸を巧みに操り な がら、 そばや刺身を

美 味 し そ うに 食 べ て お られた。広島には一週間ほど滞在され、原爆ドーム、

平和記念館、厳島神 社等 を 巡 ら れ た . 好 奇 心 旺 盛な博士は、どこへ行かれて

も、 臼本文化に関して種却の質問をされ、こちらが充分に答えられずに困っ

てし ま う ほ ど だ った。今回の旅行では、晴天の日に一日も巡り会わない、と

苦笑しておられたが、最終日、梅雨の問のぎらつ〈太陽の中を、新幹線で広

島 を去って行かれた。

{本}線文字 A はその 言語 的帰属が証明されていないが、博士によれば、 1991

年クレータ島レシムノンで閲かれたクレータ学会議で Paul Faure教授が印

欧語源のギリシア語柔とのい〈つかの対応例を発 表 したと のごとである.
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